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前号(I05)では細菌 による育柏病 ､軟腐 病 につ いて

紹介 した｡ その他 にも細菌 による土壌病害 は多数 あ る

が､押紙 では､その稚'JIや被害 も少 ないので省 き､今

回はカ ヒ類 によるtな病害 (=ついて述べ てみたいと思

しゝます｡

カビ類による病害

これ らの薗属 にはフ ′イ トフ ィソラ､ ピチ ユウム､

フIf-リ 7-ウム､ リノク トニア属 などがある｡

フ イ トフ lソラ菌 は l･_中で も腐 生的 に発育 してい

るものが多し､が､柏物の根 知を腐敗 Lた り､また菌 が

雨滴によ-'てはねあげ られて地際部 や地上部 の疫病 を

おこす｡

ピチ_Lウム蘭 は ;(.柏 ､根腐 あるいは腐敗 をおこす場

合が多い｡低温 かつ排 水不良の土地 では発生が多い｡

フサ リュウム菌 は立相 あるいは萎凋性 の病害 をおこ

す｡排,J(不良地 によ く′f=_存 す るが､一般 に多湿の続 く

早魅の折 に被害 が目立つことになる｡

リノク トニ ア蘭 は地下部 の茎腐 ､根腐 また葉 ､果実

なと地上部 も侵害 す る｡

1､パイン芯禽病

病原菌はフ ァイ トフ ィソラ シナモ ミおよびフ ァイ

ト7ィソラ､パ ラシテ ィカなどの藻菌類 によってお こ

ろ病害です｡ シナモ ミはアボガー ドの根腐 病菌 と して

名nLt,-JL､菌です｡/､ワイの芯腐病菌 は シ ナモ ミによる

のか多く､台湾の場合はパ ラシテ ィカによるものが多

い｡沖縄においては､いずれの菌 によるものかは研究

されてないが放近､この研究が進 め られています.本

病は冷涼多雨､排 水不良の土地 に発生が多し､｡

病徴 :手刀期 には外観上異状 はみ られず健 全株 との判

別 は難 しいが､病状 が進 むにつれ光端葉 は褐色 に変 り

糞 先は枯死 反車云す る.健 全株 に比べ て病棟の先端葉 は

外側 に開 きた るんだ状態 になって健 病棟 の見分 けは容

易にで き､心糞 を引 き抜 くと容易 に抜 ける｡病棟 を縦

に切 ってみ ると腐敗部 は柔 くな り､音炎黄色 のチー ズ状

をな し､上部 の健 全部 との境 は暗褐色 を呈 L､特有の

臭気 がある (写真参照)0

2､ジャガイモの疫病

病原菌 はフ ァイ トフ ィソラ インフェ ンス タンスで

藻菌類 の一種 であ る｡本菌 は数種のナス科植物 を侵 す

が､特 に ジャガイモ および トマ トの被害 が著 しし､O塊

塞 (イ･モ) に菌 が寄生 Lて越冬 し､ これが種 イモ に用

し､られ る場 合､また被害茎葉 などとともに土中に入 り

あるいは地 表 にあって越冬 Ll云享染源 となる｡病茎葉上

に分生胞子 (カ ビ) を生 じて空気伝 染す る｡本菌 の病

原性 は ジ 1ガイーモ型 ､ トマ ト型 ､中間型 の三型の ある

ことが知 られてし､る｡
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本病 は冷涼の時期 に発生 し､'気温 が20℃前後で多

湿の ときに多発す る｡

病徴 は集 に暗褐色～灰緑色 ､水子受状 の小 目:.形 な病

斑 を生 じ､次第(:暗褐色 に変 り､末朋 には袈 Jlliに音訓犬

の カ ビを生 じ､集線 は巻 きあがって亭乞枯 す る｡茎 には

暗 褐色 の粂墳1がで きる｡一般 に開花後 に被害 も著 Lい｡

被害茎葉は特殊 な臭'/tをもつo塊茎 には舶手刀&rhjJに子炎

褐色 の小病斑がで き､次第に拡大 Lて､や ､凹み暗色

となって内部は軟ノ寓す るO

防除 (D述作 を避 けることO③病巣 はムiつ け次第摘

み とって焼却す るO(吾碓病)的前 から5-7日お きに薬

剤散布 を行 うが､キ 1･ブタ ンあるいはマネブの 400

倍 液 が特 に有効 である｡ その他に も水銀 ボル ドーの 4

00倍液 および4-2Jにボル ドー液 などもイ1-効 である

が､ボル ドー液は薬害 があるので油紙(吏川は禁ず る.

3,ウ リ塀 の疫 J

病 原菌 はフ ′イ トフ イソラ キ ナパ シシおよびフ 7

イ トフ ヤソラ メロニス などの藻菌類 によっておころ

菌 は被告茎葉 および果英 などとともに｣二中に入 って越

冬 す る0本病 は夏季 多雨の年 に発病 が多い｡

病手数は各部位 に発病 し､菓 (=は暗緑色 ､水浸状 の円

形 ～ 不 Ll:_形 の病斑 を生 じ湿度の高 いときは急 に病 斑は

拡大 して.乍薬 におよび､暗 褐色 となるo茎 は地際部 を

侵 され ることが多 く､は じめ凹 んで暗 褐色 ､水浸状 の

病 斑 は上下両方 に拡 大 Lて茎葉 は萎凋枯死 す ることが

多い｡果実 も暗褐色 ､水浸状 の病斑 を生ず る｡病勢が

すすむ と蓑 血に綿毛状 のカ ビを生 じ軟腐 する｡

防除 (吉池作 をさけ､上境､種子消毒 を行 うことo

(彰敷 わ らを施 して降雨 による上粒のはねあが りを防 ぐ

③ 4-2ェt:ボル ド-液 あるいは毒洞水銀剤 の 300-4

倍液 を茎葉 お よび地 表 にも散布 す るO (与 那市 営 義)
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